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【矢護川圃場整備】

【運動公園】

  
岩戸の里 跡地利活用

工業団地予定地

矢護川コミュニティセンター利活用

町道杉水水迫線の延長

・令和６年度から実施

周辺エリアの活性化に向けた魅力向上
 （インクルーシブ遊具の設置等）

検討中の空港アクセス
鉄道ルート

  【昭和園】
・公立認定こども園の設置
・公園全体のリニューアル

【町道三吉原北出口線】
拡幅・他を検討中

通信制高校などの新たな教育拠点

中九州横断道路
※R6.4 大津～大津西間新規事業化決定

中間駅
商業・住宅
開発

肥後大津駅肥後大津駅肥後大津駅

大津北中大津北中大津北中

国道57号国道57号国道57号

大津IC大津IC大津IC

国道325号国道325号国道325号

＜県事業＞  
　大津植木線及び三吉原北出口線
   （室北交差点～大津支援学校付近）の多車線化

ＴＳＭＣ進出と空港アクセス鉄道の開通を踏まえた大津町まちづくりの方向性
 【片俣圃場整備】
・令和８年度事業採択に向けて調整中
・圃場（ほじょう）整備エリア内に

バイパスを新設予定

産業誘致エリア
半導体関連企業を中心とした企業誘致を積極的に
進めるエリア

町内全域での取組み

【町の取組み】
・工業団地の整備（Ｒ９年度分譲開始予定）
・道路や排水路等のインフラ整備

肥後大津駅周辺にぎわい創出エリア
交通結節機能の強化や、暮らしやすく・過ごしやすい
交流空間の構築等により、賑わいを創出し、町全体の
活性化の拠点となるエリア

【町の取組み】
・肥後大津駅まちづくり基本構想の策定（構想に基づく事業計画
　を策定し、中長期的なまちづくりを実施）
・周辺交通の円滑化に向けたバス転回広場の整備（短期的対策）

空港アクセス鉄道沿線開発エリア
中間駅を設置し、宅地や商業施設を誘導するエリア

【町の取組み】
・肥後大津駅と阿蘇くまもと空港の間に中間駅（仮称）を設置
・中間駅の周辺に民間事業者による宅地や商業施設の開発を誘導
・道路等のインフラ整備

〇まちづくりの方向検討（工業、商業等の
産業誘致や居住を誘導するエリアの具
体的な位置、範囲、考え方を検討）

 ・第７次大津町振興総合計画の策定
 ・都市計画マスタープラン、用途地域の

見直し
 ・立地適正化計画の策定
 ・道路整備計画の策定（南北道路等の検討）
 ・全体の下水事業検討など
〇教育環境・施設整備
 ・多様化する教育環境整備
 ・学校・給食センター整備計画検討
〇地下水保全・農業対策
 ・地下水保全（量・質）の維持向上、情報
      発信の推進
 ・農業の効率化、省力化の推進、就農者
      支援、スマート農業推進等
〇歴史・文化振興
 ・町内各地に点在する歴史・文化資源の
      連結と振興
〇自然災害等への安全対策
 ・河川の浚渫（しゅんせつ）・護岸整備など

 【浄化センター】水処理４系目の増設

大津町まちづくり町民懇談会大津町まちづくり町民懇談会

TSMCの進出をうけ、さまざまな変化が訪れている大津町。町の現状や取り組みを説明し、皆さんの意見を聞くた
めに、町内の小学校区７か所で「大津町まちづくり懇談会」を開催しました。

令和６年度令和６年度

町
の
現
状

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
決
定
以
降
、
大
津
町
に

お
い
て
も
半
導
体
の
製
造
設
計
や
物
流
な
ど
、

34
社
が
新
た
に
操
業
を
開
始
し
て
い
る
。
戸

建
住
宅
や
集
合
住
宅
の
新
規
開
発
も
増
加
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
１
、
２
年
で
約
２
，
５

０
０
戸
が
完
成
見
込
み
で
人
口
の
さ
ら
な
る

増
加
に
つ
な
が
る
見
通
し
。

　

ま
た
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
復
旧
と
肥
後
大
津

駅
へ
の
乗
り
入
れ
、
阿
蘇
熊
本
空
港
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
と
と
も
に
、
将
来
的
な
中

九
州
横
断
道
路
や
、
熊
本
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
の
整
備
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
見
込

ま
れ
、
企
業
集
積
地
・
交
通
結
節
点
と
し
て

の
役
割
が
拡
大
し
て
い
る
。
大
津
町
を
と
り

ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

町
の
課
題

　

一
方
で
、
渋
滞
、
土
地
利
用
、
地
下
水
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
過
疎
化
、
高
齢
化

な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
町
の
中
心
部
で

は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
が
、
特
に
南
部
北

部
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
地
域

の
活
性
化
、
住
環
境
向
上
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
単
に
人
口
や
企
業
が
増
え
て
も
、

住
民
の
暮
ら
し
が
悪
化
す
る
ば
か
り
な
ら
本

末
転
倒
で
あ
り
、
人
口
が
増
え
る
一
方
で
生

活
環
境
が
悪
く
な
る
よ
う
な
状
況
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
だ
け
で
は
な
く
、
暮

ら
し
の
質
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

一
方
で
、
人
口
密
度
の
向
上
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
商
業
施
設
や
医
療
施
設
の
増

加
な
ど
の
生
活
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
る
部

分
も
あ
る
。
ま
た
、
日
本
全
体
で
人
口
減
少

が
進
む
中
で
、持
続
可
能
性
を
確
保
し
、我
々

の
未
来
や
次
世
代
を
守
る
た
め
に
は
、
町
を

変
化
、
発
展
さ
せ
る
視
点
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。

町
の
取
組

　

昨
今
の
取
り
組
み
と
し
て
、
幼
稚
園
保
育

園
の
再
編
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
町
有
施
設

整
理
、
民
間
活
力
発
揮
の
た
め
の
創
業
支
援

補
助
金
や
ス
マ
ー
ト
農
業
補
助
金
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歳
入
増
加

の
取
り
組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
強

化
、
宿
泊
税
導
入
の
検
討
、
企
業
誘
致
な
ど

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
町
内
の
地
域
の
特
色

や
、
今
後
見
込
ま
れ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

に
併
せ
て
北
部
で
は※

圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）

の
整
備
や
企
業
の
誘
致
な
ど
に
よ
る
産
業
振

興
、
中
部
で
は
肥
後
大
津
駅
を
中
心
と
し
た

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
南
部
で
は
空
港

ア
ク
セ
ス
鉄
道
整
備
に
併
せ
た
商
業
・
住
宅

な
ど
の
沿
線
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
は
肥
後
大
津
駅
周
辺
整
備
、

工
業
団
地
の
整
備
に
よ
る
企
業
誘
致
の
推

進
、
道
路
整
備
、
渋
滞
対
策
、
学
校
施
設
な

ど
の
教
育
環
境
整
備
、
公
立
認
定
保
育
園
な

ど
の
子
育
て
環
境
整
備
、
地
下
水
保
全
対
策
、

圃
場
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

大
津
町
の
現
状
と
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン　

町
長
説
明
抜
粋

●
道
路
や
渋
滞
に
関
す
る
こ
と

　
「
住
民
数
の
増
加
や
、
企
業
進
出
に
伴
う
通

勤
車
両
の
増
加
な
ど
に
伴
う
渋
滞
対
策
」、「
通

学
路
な
ど
の
交
通
安
全
対
策
」
な
ど
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
「
渋
滞
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
道
路

整
備
計
画
の
策
定
や
、
信
号
の
切
り
替
え
時

間
の
調
整
な
ど
を
行
い
、
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
」、「
企
業
の
協
力
の
も
と
、
時
差
出
勤

や
通
勤
バ
ス
の
実
正
運
行
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
」、「
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
は
、

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
学
校
、
保

護
者
、
国
・
県
・
町
の
道
路
管
理
者
、
警
察

等
で
危
険
箇
所
の
点
検
を
実
施
し
て
い
ま

す
。」
と
回
答
し
ま
し
た
。

●
災
害
対
応
に
つ
い
て

　
「
南
部
に
水
害
時
の
避
難
所
が
な
い
た
め
整

備
を
し
て
ほ
し
い
」
と
意
見
が
あ
り
、
町
か

ら
は
、「
避
難
所
の
整
備
の
必
要
性
は
強
く
感

じ
て
お
り
、
地
元
や
関
係
者
と
協
議
し
進
め

て
い
く
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

●
そ
の
ほ
か
の
質
問
・
意
見

　
「
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化

へ
の
対
策
」
や
「
学
校
プ
ー
ル
の
開
放
請
願

に
つ
い
て
」、「
半
導
体
関
連
企
業
に
伴
う
地

下
水
利
用
の
問
題
」、「
肥
後
大
津
駅
周
辺
や

公
園
整
備
に
つ
い
て
」
な
ど
、
各
地
域
の
実

情
に
よ
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
質
問
や
意
見

※圃場（ほじょう）…農作物を育てる場所

ま
ち
づ
く
り
町
民
懇
談
会
の
内
容
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
▼

ま
と
め

　

昨
年
に
続
き
、
小
学
校
校
区
ご
と
に
ま
ち

づ
く
り
町
民
懇
談
会
を
全
７
回
開
催
し
ま
し

た
。

　

町
長
か
ら
「
大
津
町
の
現
状
と
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
説
明
し
、
町
民
の
み
な
さ

ん
と
、
町
の
課
題
や
未
来
に
つ
い
て
、
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
、
地
域
の
課
題
を

把
握
し
、
百
年
に
一
度
の
変
化
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
の
過
渡
期
の
中
で
一
人
一
人
が
よ
り

一
層
「
住
み
暮
ら
し
や
す
い
」
ま
ち
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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